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・・・
立
地
条
件
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
捉
え
よ
う
・・・・・

切
り
花
を
栽
培
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
何

か
ら
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

気
候
や
土
壌
、
経
済
立
地
、
国
際
競
争
力

な
ど
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
の
土
地
の
立
地

条
件
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
分
析
し
、
総
合

的
な
優
位
性
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

生
産
立
地
の
優
位
性

ま
ず
、
気
候
や
土
壌
、
環
境
、
水
利
な
ど
の
条
件
か
ら

検
証
し
ま
す
。

①
気
候
条
件

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
切
り
花
を
日
本
に
輸
出

し
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
、
国
内
を
代
表
す
る
産
地
で
あ

る
暖
地
の
愛
知
県
一
色
町
お
よ
び
高
冷
地
の
長
野
県
松
本

市
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
第
１
図
）。

コ
ロ
ン
ビ
ア

で
は
、
生
育
適
温
で
あ
る
10
〜
20
℃
が
周
年
で
得
ら
れ
る

の
に
対
し
、
一
色
町
や
松
本
市
で
は
数
カ
月
間
し
か
得
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
国
内
で
は
適
温
の
確
保
域
に
よ
り
、

暖
地
は
秋
〜
春
季
、
高
冷
地
は
春
〜
秋
季
を
主
体
に
切
り

花
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
周
年
で
高
品
質
の
切
り

花
を
供
給
す
る
と
い
う
点
で
は
、
国
内
の
一
地
域
の
産
地

だ
け
で
外
国
と
競
争
す
る
の
は
無
理
に
な
り
ま
す
。

品
目
と
温
度
関
係
の
ほ
か
、
日
照
、
日
射
、
湿
度
、
土

壌
水
分
（
降
雨
）
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
証
し
ま
す
。

ま
た
、
施
設
栽
培
で
は
暖
房
コ
ス
ト
面
か
ら
、
品
目
の
必

要
最
低
温
度
と
の
関
係
を
重
要
視
し
ま
す
。
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第１図　カーネーション産地の月別、�
　　　　平均最高･最低気温の比較�

②
土
壌
条
件

例
え
ば
、
リ
ン
ド
ウ
は
酸
性
土
壌
を
好
む
の
で
、
陽
イ

オ
ン
置
換
容
量
の
大
き
い
火
山
灰
土
や
重
粘
土
の
土
地
が

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
木
の
切
り
枝
産
地
は
、
新
梢

の
伸
び
が
よ
い
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。
世
界
的
産
地

で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ボ
ス
コ
ー
プ
地
区
は
、
運
河
の
水
位

が
高
い
こ
と
に
加
え
、
保
水
性
の
高
い
ピ
ー
ト
ラ
ン
ド
に

な
っ
て
い
ま
す
。

産
地
化
に
は
、
品
目
に
好
適
な
酸
度
（
pH
）
な
ど
の
化

学
的
性
質
や
、
水
分
含
有
特
性
な
ど
の
物
理
的
性
質
と
い

っ
た
面
か
ら
の
検
討
も
重
要
で
す
。

A Q

↑世界的な花木産地である、オラ
ンダのボスコープ地域。
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③
そ
の
他

環
境
（
地
形
、
通
気
、
公
害
）、
騒
音
（
暖
房
機
）、
光

（
電
照
）、
異
臭
（
薬
剤
散
布
）、
水
利
、
電
気
、
輸
送
道

路
な
ど
も
検
証
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

経
済
立
地
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

総
合
的
な
優
位
性
を
確
保
す
る
に
は
、
ま
ず
は
次
の
要

件
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
輸
入
切
り
花
と
の
対た

い

峙じ

に
は
、
次
の
点
を
検
討

し
、
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
輸
入
切
り
花
の
品
質
と
コ
ス
ト
の
正
確
な
把
握
、
お
よ

び
産
地
間
連
携
な
ど
の
対
応
。

●
付
加
価
値
化
…
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
品
種
利
用
や
成
品
形
態
、

鮮
度
を
含
む
流
通
・
販
売
方
法
や
ル
ー
ト
の
差
別
化
。

●
経
営
収
益
目
標
を
単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
で
確
保

（
事
例：

オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
切
り
花
収
量

は
１
㎡
当
た
り
２
３
０
〜
２
７
０
本
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
１
・
６
倍
）。

●
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト
お
よ
び
配
送

シ
ス
テ
ム
。

●
鮮
度
維
持
と
輸
送
コ
ス
ト
面
か
ら
の
、
消
費
地
ま
で
の

距
離
。

●
生
産
、
流
通
に
必
要
な
資
機
材
の
調
達
。

●
雇
用
労
働
力
の
確
保
。

●
土
地
、
資
金
調
達
な
ど
の
基
盤
の
現
状
と
整
備
。

２

・・・
人
材
雇
用
に
つ
い
て
・・・・・・・・・・・・・・

人
材
を
確
保
す
る
に
は
、
何
を
考
慮
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
？

年
間
を
通
じ
た
雇
用
計
画
と
ス
キ
ル
の
高

い
人
材
の
確
保
が
重
要
課
題
。
そ
の
た
め

に
は
従
業
員
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
大

切
で
す
。

経
営
に
お
け
る
人
材
確
保

雇
用
は
次
の
視
点
か
ら
行
い
ま
す
（
経
営
者
関
連
は
経

営
方
法
の
項
を
参
照
の
こ
と
）。

産
地
化
に
お
い
て

先
駆
者
、
内
部
リ
ー
ダ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
間
に

お
け
る
、
信
頼
関
係
の
構
築
と
連
携
を
重
要
視
し
ま
す
。

２ ●
当
初
は
少
人
数
の
雇
用
が
一
般
的
。
経
営
や
栽
培
へ
の

理
解
、
経
験
を
持
つ
人
を
確
保
す
る
。

●
計
画
的
雇
用
…
労
働
力
を
最
も
必
要
と
す
る
作
業
（
一

般
的
に
は
切
り
花
出
荷
作
業
）
の
分
散
化
と
、
処
理
日

量
か
ら
計
画
。

●
パ
ー
ト
雇
用
の
拡
大
…
作
業
工
程
や
内
容
を
単
純
化
し
、

活
用
場
面
を
拡
大
。

●
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
。

１

・・・
出
荷
ル
ー
ト

〜
効
率
性
・
利
便
性
・
コ
ス
ト
の
追
求
〜・・

都
市
部
ま
で
遠
い
の
で
、
鮮
度
保
持
や
出

荷
コ
ス
ト
が
心
配
な
の
で
す
が
？

鮮
度
を
保
持
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
輸
送
方
法

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
遠
隔
地
の
場
合

は
直
売
な
ど
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
複
数
化

も
考
慮
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

連
載
第
１
回
目
に
記
載
し
た
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
基
づ

く
、
本
輸
送
ま
で
の
体
系
例
は
、
第
２
図
（
次
頁
）
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

出
荷
ル
ー
ト
の
設
定
、
確
保
の
要
点

●
効
率
性
、
利
便
性
を
含
め
た
流
通
の
低
コ
ス
ト
化
。

●
鮮
度
保
持
対
策
…
冷
房
・
保
冷
車
利
用
、
バ
ケ
ッ
ト
・

縦
箱
輸
送
、
エ
チ
レ
ン
が
発
生
す
る
青
果
な
ど
と
の
混

載
回
避
。

●
環
境
対
策
面
か
ら
見
た
輸
送
手
段
の
選
択

（
事
例：

オ
ラ
ン
ダ
で
は
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
Ｅ
Ｃ
域
内
で

の
貨
車
輸
送
試
験
を
開
始
）。

●
遠
隔
地
輸
送
が
困
難
な
場
合
は
、
直
売
や
観
光
農
園
化

な
ど
を
考
慮
。

A Q

A Q
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・・・
経
営
品
目
の
選
定（
最
良
品
目
の
選
定
）・・

ど
の
品
目
を
栽
培
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
選

ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
？

そ
の
地
域
の
過
去
の
事
例
や
将
来
性
、
経

営
適
合
性
を
考
慮
し
、
主
品
目
を
決
定
し

ま
す
。

「
収
益
・
所
得
目
標
と
栽
培
規
模
」
を
念
頭
に
、
次
の

手
段
を
駆
使
し
、
品
目
を
選
定
し
ま
す
。

品
目
選
定
の
手
法

●
地
域
の
先
駆
者
、
リ
ー
ダ
ー
、
過
去
の
取
り
組
み
事
例

か
ら
検
証
し
て
品
目
を
選
定
。

●
行
政
（
Ｊ
Ａ
な
ど
）
の
振
興
計
画
、
市
場
、
種
苗
業
者
、

育
種
家
、
利
用
・
消
費
者
側
な
ど
か
ら
の
提
案
品
目
。

●
海
外
先
進
国
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
）
で
の
伸
長
・
利
用

品
目
を
調
査
し
、
選
定
（
表
）。

●
自
生
植
物
、
新
植
物
の
収
集
、
改
良
、
育
種
に
よ
る
商

品
化
。

１

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
も
検
証
が
必
要
で
す

前
述
の
立
地
・
輸
入
関
連
事
項
に
加
え
て
、
次
の
視
点

か
ら
も
検
証
を
行
い
ま
す
。

・・・
作
型
の
選
定

〜
経
営
に
適
合
す
る
作
型
を
選
ぶ
〜
・・・

ど
の
よ
う
な
作
型
を
選
べ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
？

●
経
営
の
安
定
性
面
か
ら
、
栽
培
技
術
の
確
立
程
度
と
対

応
能
力
。

●
経
営
へ
の
適
合
性
…
経
営
主
品
目
（
周
年
出
荷
品
目
な

ど
）、
補
完
品
目
（
時
期
的
労
力
を
利
用
し
た
組
み
合

わ
せ
品
目
）
と
し
て
の
適
切
性
。

●
市
場
の
流
通
量
、
競
合
産
地
、
将
来
性
。

●
植
物
の
栽
培
特
性
。

●
致
命
病
虫
害
の
有
無
と
対
応
策
の
確
立
程
度
（
新
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
、
リ
ン
ド
ウ
の
輪
作
体
系
な
ど
）。

●
宿
根
草
類
、
花
木
類
ほ
か
の
、
栽
培
特
性
上
に
お
け
る

短
所
面
へ
の
対
応
策
。

●
花
芽
分
化
が
変
動
し
や
す
い
品
目
（
フ
リ
ー
ジ
ア
、
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
）
や
、
切
り
花
鮮
度
保
持
特
性

へ
の
高
度
技
術
。

●
技
術
習
得
お
よ
び
、
そ
の
後
の
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
体

制
の
有
無
と
程
度
。

２

表　 オランダ花き市場（ＶＢＮ）に�
　 　おける切り花取扱額上位品目�
　 　の順位（2005年と1990年の比較）�
２００５年�
順　位�

１９９０年�
順　位�品　　目�

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

1

2

4

5

7

9

6

（17）�
14

10

18

25

51

8

3

63

78

86

41

40

11

12

15

バラ�
スプレーギク�
チューリップ�
ユリ�
ガーベラ�
シンビジウム�
フリージア�
輪ギク�

アンスリウム�
アルストロメリア�
アマリリス�

トルコギキョウ�
カラー�

宿根カスミソウ�
カーネーション�
ヒペリカム�
ヒマワリ�

ハイドランジア�
シャクヤク�
ソリダゴ�
リモニューム�
アイリス�
スイセン�

備考：1990年に20位以内で2005年に21

位以下になった品目はリモニューム、
アイリス、アスター、スイセン、グラ
ジオラス、ブヴァルディア、ユウギリ
ソウ、デルフィニウム、ライラック。�
※（17）はスプレーギク以外の輪ギクを
含むその他のキクとしての集計順位。�

※�

�

第２図　出荷組織の本輸送までの産地側出荷ルート事例�

凡例� 個選・（グループ）個販の場合� 共選共販の場合�
一次集荷場A、B、Cは生産者が分散している場合の個所�

注）個人輸送の場合は輸送会社への直接搬入などもある。�
　　インターネット集配場への輸送も同様ルート。�

遠隔地� 中間、近隣地� 輸送会社�

集積基地�

経営体・農家�

本輸送�

共同荷受�
市場直送�
市場外直送�

直接搬入�

輸送業者集荷�

輸送業者が集荷後本輸送�

一
次
集
荷
場�

A
B
C

共
選
所
・
集
荷
所�

A Q

Q
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花
の
種
類
や
地
域
特
性
に
よ
り
異
な
り
、

ま
た
経
営
手
法
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
き
ま

す
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
り
、

品
目
ご
と
に
対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

作
型
の
成
立
と
発
展

リ
モ
ニ
ュ
ー
ム
シ
ヌ
ア
タ
の
作
型
で
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
第
３
図
）。
こ
の
品
目
は
、
低
温
に
遭
遇
す
る
と
花
茎

を
発
達
さ
せ
る
生
態
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
秋

か
ら
春
先
ま
で
の
低
温
を
利
用
し
た
基
本
的
な
作
型
が
成

立
し
、
主
体
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
基
本
作
型
で
も
、
暖

地
は
早
出
し
、
高
冷
地
で
は
遅
出
し
の
よ
う
に
地
域
特
性

を
生
か
す
技
術
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
が
作
期
の
幅
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
種
子
冷
蔵
、
種
子
冷
蔵+

冷
房
育
苗
作
型
は
、

低
温
の
必
要
な
時
期
や
量
な
ど
を
解
明
し
、
そ
れ
ら
の
条

件
を
人
工
的
に
与
え
て
組
み
立
て
た
、
い
わ
ば
進
化
し
た

作
型
で
す
。
さ
ら
に
、
低
温
処
理
苗
購
入
作
型
は
、
低
温

処
理
と
苗
作
り
を
分
業
化
し
た
も
の
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
病

や
種
子
系
由
来
の
個
体
差
を
回
避
す
る
た
め
、
栄
養
系
品

種
と
し
て
生
産
性
を
高
め
、
そ
の
苗
を
生
産
者
が
使
用
す

る
と
い
う
、
最
も
進
化
し
た
作
型
で
す
。

作
型
の
利
用
方
法

リ
モ
ニ
ュ
ー
ム
　
シ
ヌ
ア
タ
を
周
年
栽
培
す
る
に
は
、

低
温
処
理
苗
購
入
作
型
を
主
体
に
基
本
作
型
を
組
み
合
わ

せ
ま
す
。
出
荷
時
期
を
限
定
す
る
場
合
は
、
各
作
型
を
単

独
ま
た
は
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
ま
す
。

な
お
、
作
型
の
成
立
は
、
品
目
に
よ
っ
て
、
温
度
以
外

の
生
態
な
ど
に
関
係
す
る
た
め
、
品
目
ご
と
の
対
応
と
な

り
ま
す
。

２ １

・・・
経
営
方
法
〜
国
際
化
視
点
を
重
視
〜
・・・

経
営
に
あ
た
り
、
留
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

目
指
す
経
営
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
す

る
中
で
、
生
産
、
販
売
に
対
す
る
国
内
外

の
競
争
相
手
の
動
向
を
意
識
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

次
代
を
見
据
え
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
意
識
基
盤
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

経
営
理
念

経
営
の
形
態

経
営
す
る
う
え
で
の
課
題

●
消
費
の
拡
大
。

●
輸
入
花
に
対
す
る
明
確
な
対
応
策
。

●
強
い
コ
ス
ト
意
識
と
改
善
目
標
。

●
経
営
発
展
の
将
来
像
お
よ
び
模
式
（
ア
ジ
ア
に
お
け
る

オ
ラ
ン
ダ
化
）。

●
観
察
力
、
洞
察
力
、
先
見
性
の
醸
成
。

●
国
内
自
生
植
物
の
国
際
商
品
化
。

３ ●
形
態
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

家
族
経
営→

法
人
化→

海
外
生
産

２ ●
環
境
対
応
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
。

●
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
常
に
新
し
い
挑
戦
で
進

化
）。

●
変
幻
万
化
の
経
営
。

●
花
へ
の
賛
歌
。

１

第３図　リモニューム　シヌアタの作型（気候立地別範囲）�

作　型�

［基本作型］�
無加温作型�

種子冷蔵作型�
（暖地標準）�

�
�

種子冷蔵 �
+ �

冷房育苗作型�

低温処理苗購入作型�

播種�

育苗または定植の温暖、暖地の開始・終了期�

育苗または苗定植期間� 収穫期間�定植�仮植�

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月�

暖� 暖�
育苗または定植の高冷、高緯度地の開始・終了期�高� 高�

収穫の温暖、暖地の開始・終了期�
収穫の高冷、高緯度地の開始・終了期�高� 高�

暖� 暖��

苗冷房�

苗定植�

種子冷蔵�

暖�

高�

高�

高� 暖�

暖�

暖� 高�

高�

高�

暖�

暖�

暖�

暖� 高�

高�
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